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り
。
此
の
倣
は
古
作
に
て
‘
共
の
丈
け
六
尺
許
に
て
立
像
也
。
共
の

像
貨
に
数
百
年
を
経
た
る
俳
像
陀
て
、
鰻
験
著
明
也
と
い
へ
り
。
持
出

仰
に
云
ふ
。
昔
は
白
薮
持
明
院
と
て
大
地
主
り
し
か
ど
、
飢
世
の
頃

兵
火
k
m
刑
り
、
儲
に
本
館
の
み
残
れ
り
と
。
溜
記
録
起
仰
来
せ
ざ
り

け
、
一
枇
地
な
り
し
か
ど
‘
明
治
二
年
枇
地
と
寺
地
と
の
経
界
E
立
て

た
り
し
故
、
制
地
甚
だ
減
少
し
て
、
今
は
些
少
の
境
内
と
は
成
り
た

。
りO
江
林
山
持
明
院

民
吉
宗
也
。
従
前
は
白
眠
時
榊
枇
の
枇
倫
な
り
し
ゅ
主
に
.
白
銭
持
明

院
と
も
呼
べ
り
。
佐
古
よ
り
不
動
傘
の
木
品
開

E
本
地
仰
と
な
し
た

制
地
可
vm糊
旨
.
微
妙
公
被
=仰
波
↓
然
成
氏
子
北
ハ
.
氏
子
地
立
離
枇
頭

断
絶
可
ν
仕
旨
御
断
巾
上
底
.
開
召
被
v

分
.
共
介
氏
相
成
.
高
治
二
年

右
之
枇
地
被
=
召
上
一
替
地
雨
野
之
内
K
而
可
ν
賜
旨
被
=
仰
渡
一
同
年
矯
品

替
地
-
津
岡
勘
兵
衛
上
ヶ
地
三
百
六
拾
歩
賜
v
之
.
移
柿
押
逃
器
。
究
保
元

年
百
四
+
歩
地
子
地
踏
込
。
と
あ
り
て
、
従
前
は
持
明
院
の
地
へ
か

は
、
期
河
院
御
宇
永
長
年
中
越
立
之
山
巾
俳
‘
石
川
郡
安
江
村
之
地

内
K
篤
=産
土
一
脚
一

則
安
江
村
に
五
十
間
凶
方
之
枇
地
有
v
之
庭
、
中
絶

致
し
、
究
永
年
中
氏
子
共
枇
頭
幼
金
持
興
之
底
.
明
感
元
年
於
=
糸
野
-

五
七

O
木
，新
保
正
鎗
寺

東
波
良
{
一
百
道
場
也
。
貞
享
二
年
の
由
来
舎
に
云

ム
。
包
寺
開
奉
天
文

地
と
の
経
界
を
立
て
た
る
時
・
持
明
院
の
区
域
へ
廊
し
・
寺
の
境
内

と
は
成
り
た
り
。
此
の
謹
は
一
議
よ
り
二
連
或
は
三
連
の
花
喚
け

り
。
白
綴
明
榊
の
紳
異
な
る
・
闘
を
い
ひ
仰
ふ
と
い
へ
ど
も
、

一
種
の

速
な
り
と
い
へ
り
。
或
は
此
の
抽
出
他
所
へ
診
し
植
う
る
と
も
生
せ
宇

な
ど
い
へ
れ
ど
、
目
正
も
妄
誕
な
り
と
い
へ
り
。
此
の
遂
の
花
を
浮
腫

の
病
人
服
す
れ
ば
‘
必
十
効
験
あ
り
と
て
世
人
申
紺
く
る
も
の
多

し
と
ぞ
。

O
自
崇
之
蓮

此
の
惑
は
、
も
と
自
殺
の
制
地
区
蓮
池
あ
り
て
、
紅
花
の
建
生
え
た

り
。
放
に
白
山町副
の
謹
と
呼
べ
り
。
然
る
に
、
明
治
二
年
陀
枇
地
と
寺

八
年
白
山
田両
榊
刷
の
氏
子
と
の
聞
に
苦
情
起

u.
抑制
艇
よ
り
抜
部
省
伺

之
上
、
右
不
動
傘

E
ば
鯨
隊
へ
引
揚
げ
に
成
り
た
り
。

祉
地
と
寺
地
と
の
経
界
を
立
て
、
駐
僧
の
名
義
主
麗
し
.
紳
助
方
を

止
め
ら
れ
.
本
地
不
動
傘
を
本
維
と
な
し
安
置
し
た
り
し
が
、
明
治

し
故
、
鮮
か
怠
る
事
知
れ
ざ
り
し
と
ぞ
。
明
治
維
新
の
初
め
紳
仰
混

稲
御
陵
止
と
左
り
し
時
‘
住
職
の
伶
復
飾
を
箆
ま
ざ
る
に
依
っ
て
.
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前 かて士 、他徳閃 丞 子市 宮‘ さ 使者

国 た 、の雌高 1ミ洋生那体氏りのへ 且嶺高卜日 せ

害関 数き 人口 孫予位寺に度成に性承ぞと 人ー百は l=相 半聞九腐館 は 五ル
てにのい 。は石 りて

跡あ休紛手々担2へ崩断京に貞 ・脇 戸術「左リ 月取敏た銀香典
りら 執下り 見進之監物は 廿 り。
しふ 行tr: 0 ゆ。 り嘉帆 一ち

む床 。 して制t~ tc は予仕号 、 は百た器後法 二
か陀 来 、 及叉共 奥組本の二各山事 り 百
し 歩 る是 F時』 tFE衡事のの 子百 {家 雨
を友 とよ聞け 苗後L妥 力八石組外 地
いくい る を 士召官if
かば へ後り足問に主稔心賜陀 1竺E 賜を 在は門高仕へ
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九治ま泣 O へ白り此 O 悉し按り居殿ま聖主は三
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賞主別館 。の享増 水のる今 永室主目鋒図
来 常今、神今別保は髪悶也。 に主第の主 り四
寺持 祉 は営九、前と ‘ し年の
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二て来官十最 m !:前Pl f凶!? 奥地ノj、云
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の同鹿戸 するもな の rA:mなあ。
泉五 、の 。ゅ ・ り 組 にるり。 尾
年前l'産 主白し 也。坂尾預け 今か 坂

役 十 1，~土 佐 綴 故 -F の。按前下
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ふ村富て は見よ 木の地 IC 守J伊ι 
。枇 ・ 持えり 読也。 へま ・
'討に止 ITJl 明た白 新郷た此

最上列 K 治 院前り費量 を保 地前の Z西内E 
白せ付制主 。前 毅へとす問地

言語ら吉新 と従と ち却地 と官前1t院手窓陣E孟出明れ‘の も前呼 、 あい の
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